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連合総研は、「労働組合の未来研究委員会」（中村圭介主査）を発足させ、90年代の活動と成

果を中心に、現代日本の労働組合の構造と機能を実証的に明らかにし、労働組合が産業社会に対

して持つ意義と限界を探ることを通じて、21世紀の労働組合運動の将来展望を切り拓くための運

動的諸課題を明らかにすることとした。 

本研究会が実施した「90年代の労働参加」に関するアンケートでは、連合構成組織の協力の下

に、90年代の労働組合運動の成果と課題を実証的に明らかにする貴重なデータを得ることができ

た。また、「産業別組織の機能」のヒアリングでは、産業別組織の方々に、連合の政策制度のヒ

アリングでは、経済団体の皆様に、多大なる協力を賜った。そして、委員会では多角的な視野か

らの検討等を加えると同時に、労働組合運動が未来を切り拓く上での政策的諸課題について、専

門的な見地から、鋭い検討を加えることができた。 

本書は、10回に及んだ当該研究会の討議を踏まえ、主査ならびに研究委員の方々から、論文を

寄稿頂き、第１部「90年代の労働者参加」、並びに第２部「産別組織・ナショナルセンターの組

織と機能」をまとめたものである。 
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労働組合の未来をさぐる 

－変革と停滞の90年代をこえて－ 


